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:

現
着
ら
，
ざ

溢

を
^

し
允
際
は
こ
れ
^-

分
■

凌
汞
す
ネ
爲
奶
で
あ
る
;:
:::°

.©

の̂

備
金
の
解
消
は
利
益
構
成
の
源
泉
で
は
あ
る
が
、 

.

多
各
埸
合
は
費
用
側
に
於
け
る
何
等
か
の
他
の
準
備
金
勘
定
'.
0

增
加
|

|

の
で
あ
る
0

公
表
準
備
の
廢
止
は
問
題
な
|

秘
密 

準
備
金
の
廢
止
は
頗
る
闲
難
で
あ
^

何

士

為

れ

ば

貸

借

對

，照

表

上

.

の
：資
產
負
債
に
就
い
.

て
'嚴
密
な
る
評
匱
を
行
ふ
こ
と
を
要
す
る
が 

故
で
あ
名
。
五
の
經
營
外
的
活
動
よ
り
生
ず
る
收
益
は
特
別
收
益
の
.

本
質
的
部
分
を
な
す
も
の
で
參
與
に
よ
る
利
签
、
證
综
販
賣
或
は 

柚
籤
利
益
贈
與
其
の
他
偶
然
利
益
"

更
に
爲
替
の
變
動
に
よ
る
外
債
.

髪
拂
額
減
少
の
.

利
益
等
。
六
、
計
算
的
收
益
は
通
常
許
第
に
採 

.

用
せ
ち
れ
衣
る
顧
に
し
て
、
ぺ
全
然
货
借
對
照
表
に
關
係
な
.

き
か
.

(

自
己
資
本
に
對
す
る
利
子)

或
は
勝
別
許
算
と
通
常
計
算
と
に
記
入
せ 

ら
れ
た
石
額
'(

支
挪
§

,

、
粗
税
、其
:0

他

)

1

ー
重
許
莫
を
避
け
る
爲
め
に
.

こ
、
に
其
の
反
對
記
入
を
な
し
て
平
衡
を
得
、
同
時
に
貸 

霧
涵
上
の
利
益
晶
然
す
る
所
な
き
を
期
し
て
ゐ
へ
る
の
で
t

o

即
ち
斯
く
ル
て
、
本
特
別
霖
上
の
費

用

側

に

^

利
益
と
特
別
利
益
とQ

<
*

は
貸
借
對
照
表
上Q

利
益
を
I

明
し
、
反
對Q

も
P

は
損
失
を
表
明
す
る
。

ゲ

ル

ス

よ
1

は
更
に
進
ん
で
經
濟
I

の
表
式
に
一
定
の
價
値
を
輿
へ
て
と
れ
に
#

い
て
經
營
比
較
の
原
則
を
明
か
に
し
て
ゐ 

る
0

然
し
こ
\

で
は
こ
れ
を
省
略
し
他
の
機
會
に
譲
り
た
ハ
と
铯
ふ
:°

以
上
に
於
い
て
明
か
な
.る
如
く
現
在
の
資
本
主
義
企
業
が
公
表
し
て
ゐ
る
損
益
表
な
f

 

.の
は
一
見
萌
に
し
て
容

易

に

理

解

せ

ら 

れ
る
樣
に
^

へ
ら
れ
る
が
、
扨
其
の
內
容
殊
に
利
益
の
通
泉
に
近
付
い
て
企
業
の
經
濟
性
收
益
性
を
合
理
的
に
傑
ら
ん
と
す
る
と
以
上 

の
■

に
複
雜
な
過
程
を
經
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
三
個
の
理
曲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
ゲ
ス
ト
ナ 

1

の
こ
\

に
示
し
て
ゐ
る
樣
な
方
法
は
こ
れ
を
實
際
に
姻
用
す
る
に
當
つ
て
諸
猶
の
困
難
を
伴
ふ
こ
と
勿
論
^

あ
る
。
然
し
、
か
i

る
 

複
雜
な
手1

3

に
よ
つ
て
初
め
て
純
粹
為
る
收
益
性
經
濟
蚀
を
把
持
す
る
こ
と
の
出
來
る
限
^ .

を
示
す
も
の
と
しu

十

分
f c
l
a
f直
あ
る
も 

の
で
あ
る
0

,

R
a

y
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o
n

d
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r
r
o
w
s
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T
h

e

 

p
r
o
b
l
e
m
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a
p.
d 

■
D
r
a
o
t
i
c
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o
f

a)G
o
n
o
m
i
c

p
l
a
n
n
i
n
g
'
L
o
n
d
o
n

 

I
Q
3
7
.

ぃ: 

氣

賀

m

三

.

;

計

靈

經

濟

に

關

す

る

硏

究

は

、

近

時

、

理

論

と

.賞

際

の

雨

方

面

か

ら

频

り

に

行

は

れ

て
.
居

る

。

最

近

の

社

會

晴

勢

：か

ら

推

し

て

如

何

に

も

尤

も

な

こ

i
で

あ

る

o
資

本

主

義

の

危

機

と

か

、

自

凼

由

義

0
崩

潰

と

か

い

；ふ

こ

と

が

盛

ん

に

稱

へ

ら

れ

て

居

る

今

日

>

我

々

の

生

活

す

る

此

社

會

の

混

沌

た

る

有

様

を

見

て

'

 

典

將

來

の

.爲

に

種

々

な

る

論

液

が

發

表

さ

れ

る

の

は

、

當

然

の

'
次

第

で

あ

る

o

諸

々

の

社
會
現
象
を
分
析
し
說
明
す
る
こ
と
も
.

必
要
で
あ
る
が
、
左
様
な
分
析
.

や
說
明
は
總
て
、
何
か
爲
に
す
る
^
^
な
く
し
て
は
無
意
味
で 

あ
る
。

' 

. 

'

此

處

忙

r

介

す

る

ハ

ロ
ー

ス

の

新

著

r

削

畫

經

濟

の

問

題

と

其

實

際

」

は

、
此

點

か

ら

見

て

實

に

時

代

の

要

求

に

適

し

た

書

物

す

あ

る

。

£

谷

は

三

篇

に

分

れ

、

第

一

篇

は

計

畫

Q
'

理

論

*

第

一

I

は

fi
t

畫

の

.實

際

丨

最

後

の

第

三

篇

は

上

記

一
.1

篇

ょ

り

の

結

論

と

し

て

將

來

の
 

豫

想

を

述

べ

て

居

る

。

:

r

l

- »
に

於

‘
て

は

、

先

づ

第

一

寧

£

攀

制

度

の

.特

徵

と

.缺

點

と

を

要

領

± '
'

く

略

述

す

る

0

自

由

.競

乘

の

制

窆

は

、

若

し

理

想

^

な
 

條

f l
の

下

に

行

は

れ

る

な

ら

ば

、

社

會

に

對

し

て

最

大

の

.
福

祉

を

寶

ら

し

得

る

も

の

：：で

あ

る

が

、

に

は

、

種

々

.様

々

の

障

害

が

之
 

を

妨

げ

て

居

.今

'

そ

の

■
障

害

の

中

に

は

：

人

間

自

身

の

固

有

：の

■

點

ト

あ

K

、

制

度

其

物

が

障

寄

を

生

み

出

す

.

I

も

.あ

る

。
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六

'
六

、

一

、

、
、

!

)

.

が
理
糾
的
な
自
FI
l

の
作
叩
を
許
さ
ぬ
場
合
も
あ
る
。
此
等
の
缺
點
は
旣
に
宏
ぐ
知
ら
れ
て
居
る

.

所
で
あ
る
か
ら
、-

茲
に
、
バ
ロ
ー
ス
こ

へ：據
つ̂

聚

私

を

必
.

要
故
あ
を
免
,

-?
5

,■:
..
ニ 5

そ

第
I

ー
章
に
於
て
、

' 

競
部
制
度
に
對
ず
^

反
動
と
し
て
實
際
に
坐
れ
て
來
だ
薇
々
の
修
JH
.
:
-案
を
述
べ
る
p

i-
b

-

反
動
'

は̂

v

>̂
.

、.
岡
人̂

 

.̂

自
浪
^

^

を
拘
^

し
へ
其
代
り
に
團
體
的
な
共
同
行
爲
疋
依
つ
セ
篇
&

制
度
の
缺
陷
か
ら
免
れ
.

ん
と
す
る
者
に
外
な
ら
ぬ
：。
バ
ロ
ー 

ス

は

、
ハ
：か

、

る

修

動

を

三

種

に

分

ち

、

合

迦

化

、

產

業

自

治

及

：び

：
サ

ン

^

カ
リ
义.

ム
と
：す
る
。
而
し
て
比
導
ゆ
總
て
皆
獨
占
組
織

•

に
向
ふ
傾
向
の
も
0

で
あ
る
と
說
く
0

.

■
 

. 
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 一
.

'

」
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■

〔

.

.

.

.

-■

'

. 

-.

.

.

: 

. 

.

.

.

. 

.

.

.
 

. 
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.

.

.

-

.

.

.

.

;
'

,^

來
猫
業
家
^

共
同
行
動
を
取
つ
て
、
合
理
化
ゃ
康
業
の
自
治
銃
制
を
計
る
00

は
、
亂
雜
欢
競
爭
に
棊
づ
*<
坐
產
過
剩
ゃ
價
栳
の
低 

一

：刺
潤
の
減
退
を
防
ぐ
乙
と
を
目
指
す
の
で
：あ
り
、
：其
限
り
に
釤
て
相
鬣
效
果
を
.

收

办

氣

る

も

の

で

あ

石

。

..

.
け

れ

ど

も

之

に

傲

つ

て
 

.

顧
爭
'-
(

/

>

#■«

を
党
全

y

豫
防
ず
る
こ
と
は
闲
難
で
あ
り
、
自
己
の
利
益
を
確
保
し
#.

る
も
の
で
は
な
ハ

o

ln

ふ
る
に
、
そ̂

は
、消
費
者 

の
J

益
に
對
し
て
必
ず
喷
獻
す
る
所
が
あ
る
も
の
■

で
は
な
く
*
資
本
家
ど
勞
働
者
の
間
の
利
緊
の
對
立
を
調
停
す
る
こ
と
は
尙
ほ
更
石 

«T
'

能
で
あ
る
o

勞
働
音
侧
が
產
業
自
治
を
行
ふ
の
は
、
サ
シ
ジ
カ
リ
ズ
ム
に
外
な
ら
ぬ
が
、
之
と
て
も
消
費
者
に
對
す
る
1

係
に
泠
て 

は
企
業
家
の
場
合
と
何
等
異
る
所
は
な
い
。
消
費
組
合
麗
動
を
澈
じ
て
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
に
逃
む
途
も
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
.

と
も
な
い
が
、
 

今
日
の
消
費
組
合
運
動
は
純
然
た
る
資
本
家
的
組
織
に
依
賴
し
て
行
は
れ
て
居
る
も
の
で
あ
つ
て
、
企
業
家
經
營
の
配
給
事
業
と
何
等 

變
る
所
は
な
い
の
で
.

あ
る(

ニ
六
I

 

ニ
七
頁)

.

，

.

バ
ロ
ー
ス
は
結
局
次
0

樣
な
斷
定
を
下
す
0

「

產
業
家
達
が
費
用
や
內
部
的
競
带
を
低
下
せ
し
め
よ
う
と
す
る
努
力
か
ら
互
に
聯
合
し
合
ふ
と
い
ふ
自
然
の
傾
向
は
社
會
に
取
つ 

て
屢
々
利
益
に
爲
る
こ
と
が
ぁ
る
か
も
知
れ
な
ぃ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
危
險
を
以
て
充
滿
し
て
居
る
も
0 -
で
ぁ
る
ど
論
洁
す
る
こ
と̂

出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
產
業
其
自
體
が
獨
占
の
潜
在
的
危
險
に
對
し
て
備
へ
る
こ
と
が
出
來
る
唯

I

の
解
毒
劑
は
、
•實
任
あ
る
坐
產
者
間 

の
慈
善
の
精
神
疋
過
ぎ
な
い
と
思
は
れ
る
1(

三
〇
頁)

と
。

.

獨
占
企
業
家
の
慈
善
心
を
信
用
し
な
い
バ
ロ
ー
ス
は
、
次
の
章
に
於
て
政
府
の
干
渉
政
策
を
述
べ
る
。 

.

彼
は
政
府
の
干
涉
を
程
度
に
：よ
つ
て
分
類
し
、?

し
間
接
の
干
渉
x

b

)

產
業
關
與
、(

C

X

ム
企
業
の
三
®

と
す
る
。
此
巾(
5

に
®

 

す
る
も
の
は
今
日
實
際
社
會
に
於
て
は
頗
る
範
圍
が
廣
く
行
渡
つ
て
居
る
。
バ
ロ 
I

ス
は
此
三
種
に
就
て
實
例
を
以
て
說
明
5:

加
へ
で 

居
る
が
、
結
局
に
於
て
は
餘
り
賛
成
し
て
居
ら
ぬ
'

。
國
家
の
干
渉
は
直
接
に
せ
よ
間
接
に
せ
よ
、
惠
ま
.れ
た
る一

部
の
者
の
み
が
利
益 

I:

得
る
に
至
る
と
見
て
届
る
？(

四
〇
頁

)

加
ふ
る
に
一
つ
の
千
涉
は
更
に
他
の
干
渉
を
务
求
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
阈
家
が 

個
人
金
業
^

よ
り
も
優
れ
た
る
能
率
を
發
撖
す
る
と
い
ふ
保
證
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
全
體
的
に
國
家
の
干
渉
を
推
獎
す
る
こ
と
は 

到
底
是
認
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
>̂
-

干
渉
と
い
ふ
姑
息
な
方
法
を
|!
:
め
て
國
家
計
畫
經
濟
を
採
州
す
る
方
が
よ
い
で
は
な
い 

力
と
い
ふ
こ
と
に
爲
る
。

第
四
‘

章
は
、
自
曲
競
#

の
全
く
な
い
國
家
-^

裁
の
經
濟
組
織
を
論
ず
る
o

:

パ
ロ
1

ス
は
、.
之
に
關
し
て
、
從
來

Q

多
數
の
It

畫
經
濟 

批
判
者
が
下
す
':
<

*

:同
樣
の
論
調
,$
:

以
て
.

述
べ
て
居
る
。
.

即
ち
斯
か
る
社
會
に
於
て
ゆ
經
濟
的
許
篼
が
困
難
で
あ
り
、
坐
產
に
勒
す
る
刺 

戟
が
少
な
く
、；
消
費
者
の
利
益
は
餘
り
尊
重
さ
：れ
る
こ

'
と

な

く

、

分
.配
の
方
法
も

亦
不
平
等
を
免
れ
る
こ
と
は
出
來
ず
、
加
.ふ
る
咆
、 

.

生

1
1

當
局
潘
の
搠
力
の
.

誤
用
濫
用
の
弊
は
、
仞
等
經
濟
的
福
祉
の
紙
加
に
貢
献
し
得
贫
い
で
あ
ら
ぅ
と
說
い
：て
罟
る
.
0 

•

.

第
二
篇
に
於
て
'

は
、.
-f
i

t

界
各
H-

の
統
制
經
濟
の
現
狀
を
說
明
す
.

る
。
英
國
に
關
し
て
最
も
精
し
：く
、
外
に
、
濠
洲
と
新
西
.1

、米
^
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伊
太
利 
>
 

.露

西

蓝

に

就

て

略

述

し

、
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に
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大
戰
後
、
：世
界
的
恐
慌
を
切
拔
げ
.

で
今
日
.に
至
る
ま
で
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の
世
故
各
國
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の
經

濟

政

驚

の

：嚴

瞰

_

た

る
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が

あ
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八
六
ニ)

干
渉
を
擴
張
し
.て
銃
制
經
濟
を
管
っ
v

'
tが
、
英
國
は
そ
れ
で■

だ
i

;:

晋
々
は
此
等
諸
國
ぬ
經
濟
政
策
を
讀
ん
ャ
、

.

伊
太
利
の
餌
合
國
家
，
米
隊
.の
ラ
：ュ
丨
‘

デ
ィ
1
ル
、
ソ
ゥ
ェ
I

ト
聯
邦
の
內
情
等
に
1 

て
.—

通
レ
の
知
識
を
要
領
よ
く
知
る
こ

i

:

が
出
來
る
。
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:
第

暴

は
3

理
論
的
硏
究
篇：

っ
て
、
f

自
身
の
.意
見
を
述
べ
て
象Q,

結
論
と
す
る
。
.私
的
瞥
利
企
業
の
自
由
競
爭は
、
1 

會
全
員Q
消
費
欲
®
に
よ
く
應
へ
且
っ
之
を
增
赌
ず
る
こ
と
：に
成
功
し
た
。
然
る
に
.そ
れ
は
次
第
に

f

の
制
限
や
獨
占
を
生
みa
っ 

之
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
たo
が
企
I

自
身
の
側
よ
I

る
1

策
は
、
初
め
の
様
に
消
費
者I

f

與
へ
な
い
2

 

.
み
：の
f

s

に
行
は
れ
る
こ
と
の
多
い
も
の
で
ぁ
っ
た0:此
處
に於
て

讓

の

爲

す

統

雙 

ハ
«
丨
ス
は
戰
後
、
阈
家
が
國
內
、
國
際
の
兩
分
野
に
於
て
.干
渉
す
る
こ
と
の
事
例
を
指
摘
す
る

o

而
し
て
自
由
放
任
主
義
へ
の
復
歸 

が
認
む
べ
か
ら
f

も
の
I

る
と
斷
J

O
今
白
の
自
由
競
S

弊
害
は
多
く
、
自
由
競
部
自
體
がI

出
^
^

今
の
不
平
等
，
不

自

思
f

に
於
て
§

自
農
任
べ
戾
る
こ
と
は
決
し
て
眞
の
自
由
競

f

l

し
得
な

r
い

ふ

^
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ニ
六
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頁
¥

ら
ば
則
畫
經
濟
.は
ど
ぅ
か
と
い
.
4に
-
之
亦
從
の
.賛
成
す
系
と
な
ら
ぬ
o 

V

iと
消
費
と
を
S

一的
に

定

め

て

し
^
 ̂

ふ
こ
と
は
欲
望
を
充
分
滿.た
す
こ
と
も
、
生
產
的
务
源
を
能
率
的
に
利
用
す
る
G
と
を
条
可
能
に
す
る
o
.此

罢

は

■

的
價
格 

組
織
に
優
る
效
f

示
し
て
吳
れ
る
もg

は
な
い
の
で
I
O
' 

■ 

- 

一
白

鷲

，
吾
々
の
取
る
可
き
道
は
、
現
存
制
度
の「

上
に
立
ち
•

其
f

f

、ノ
短
を
棄
て

る

と

い

ふ

修

正

唐

で

ぁ〜

集
璧
義
の
中
道
を
步
む
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
折
衷
主
義
に
落
着
く
こ

と

に

爲

る
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一
九
三
三
年
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
宰
相
と
す
る
ナ
チ

ス
獨
裁
權
の
確
立
以
來
獨
逸
の
外
交
政
策
は
次
の
三
原
則
を
中
心
に
遂
行
さ
れ
來

つ

 

た

。
即
ち
其
の(

一
〕

は
獨
逸
民
族
の
：團
結
で
ぁ
り
、(

ニ)

は
.ヴh

ル
サ
ィ
ユ
條
約Q

廢
棄
、
‘

(

三)

は
世
探
大
戰
に
ょ
る
失
地
の
间
復
、■ 

，
で
ぁ
る
。
而
か
も
最
.近
に
於
け
る
植
民
地
洱
分
割
間
題
乃
至
は
原
料
資
源
苒
分
麗
題
の
擦
硬
と
共
に〜

英
泶
佛
を
中
心
と
す
る
現
狀 

維
持
派
と
日
獨
伊
.を
包
含
す
る
現
狀
打
破
派
の
世
界
的
な
對
立
に
關
す
る
論
議
は
、
所̂
謂「

持
っ
國」

と「

持
た
ざ
る
國」

或
は「

滿
足

國

」

 

と「

不
滿
足
國」

と
云
ふ1

對
の
流
行
語
を
生
ん
で
世
界
を
風
靡
す
る
か
の
如
き
感
が
ぁ
る
0
其
の
.中
に
在
つ
て
獨
逸
は「

.持
た
ざ
る
國
，
 

併
の
最
も
有
力
な
る
代
表
者
と
し
て
自
他
共
に
許
す
か
の
如
く
行
動
し
其
の
ヴ
エ
ル
サ
ィ
ユ
條
約
へQ

反
擊
或
は
舊
獨
領
植
民
地
返
還 

の
要
求
は
益
々
熾
烈
の
度
を
加
へ
っ
乂
ぁ
る
。
斯
か
る
秋
に
際
し
て
效
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
b
r
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理
解
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手

引

と

し

て

好

箇

の

小

著

と

云

ふ

事

が

出

來

や

ぅ
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「

持

た

ざ

る
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」

獨
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に

世

界
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々
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書
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內
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す
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を
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